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鉄道貨物輸送サービスの高度化に向けた取組み
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もっとエコに。もっと便利に。

１ 輸送障害時対応の取組みについて

１－１ 輸送障害時対応の実証実験の実施

ねらい
① 予め障害発生時における臨時の輸送枠を設定し、24時間以上遅れることのない
（延着しない）仕組みを作ること

② 代行輸送のトラックは、極力近距離輸送に抑えて、回復時の集配等の影響を最小
限にとどめることにより、トラックによる緊急対応力をつけること

輸送障害時における首都圏の鉄道ネットワークの確保
（フィーダー代行輸送）

東海道山陽線における輸送途中貨物に対する体制確保
（途中卸代行輸送）



もっとエコに。もっと便利に。

１－２ フィーダー代行輸送の実証実験のイメージ
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輸送障害時にフィーダー列車の運休
が余儀なくされ、首都圏外周駅から
の輸送が不可能となる場合に、拠点
駅までトラック輸送を行い、拠点駅か
らの幹線列車に確実に継送する仕組
みを構築。

○対象列車
第1071列車（東京貨物ﾀｰﾐﾅﾙ駅～
福岡貨物ﾀｰﾐﾅﾙ駅）

○輸送枠
12ｆｔコンテナ14個（水戸・宇都宮・高
崎地区各4個、千葉地区2個）

3



もっとエコに。もっと便利に。

１－３ 途中卸代行輸送の実証実験のイメージ
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輸送障害時に途中駅で抑留となった列車
に24時間以上の遅れが見込まれる場合、
当該列車に積載されている貨物について、
静岡貨物駅・岐阜貨物ﾀｰﾐﾅﾙ駅のいずれ
かで途中卸を実施し、鉄道輸送が不可能
な区間はトラック輸送を行い、鉄道輸送が
可能な区間を列車で確実に継送する仕組
みを構築。

○対象列車
（東海道線下り）
第5073～3073列車（東京貨物ﾀｰﾐﾅ駅
～福岡貨物ﾀｰﾐﾅﾙ駅）
継走列車 第3058～5057列車（梅田～
福岡貨物ﾀｰﾐﾅﾙ駅）
（東海道線上り）
第1054列車（福岡貨物ﾀｰﾐﾅﾙ駅～越
谷貨物ﾀｰﾐﾅﾙ駅）

○輸送枠上り・下りともに12ｆｔコンテナ6個
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もっとエコに。もっと便利に。

１－４ 実証実験の発動と想定訓練

11月20日 東海道線の輸送障害に伴いフィーダー代行輸送の実証実験発動

２月１４日 想定訓練によりフィーダー代行輸送及び途中卸代行輸送の実証実験発動

【フィーダー代行】
計９個を東京タまで代行輸送し、1071列車にて福岡タへ鉄道輸送。同列車は定刻どおり福岡タに到着（定刻21：
54着）。
・高崎地区・・・・・３個 通常より１時間02分延着
・水戸地区・・・・・２個 通常より１時間15分早着
・千葉地区・・・・・２個 通常より１時間15分早着
・宇都宮地区・・・２個 通常より42分早着
【途中卸代行輸送】
下りでは5073列車（定刻19：28発翌20：52着）積載予定の計５個を梅田駅まで代行輸送し、3058～5073列車に
て福岡タへ鉄道輸送。同列車は定刻どおり福岡タに到着（定刻19：30発翌7：30着）。
・代行トラックA・・・・・２個 静岡貨物13：00発梅田19：50着で3058出線に間に合わず。
・代行トラックB・・・・・２個 静岡貨物13：00発梅田19：00着。福岡タには通常より10時間38分の延着。
・代行トラックC・・・・・１個 岐阜タ14：00発梅田17：00着。福岡タには通常より10時間38分の延着。
上りでは1054列車（定刻1：01発越谷タ翌0：15着）積載予定の計4個を越谷タまで代行輸送。
・代行トラックD・・・・・２個 静岡貨物翌7：40発越谷タ翌12：50着。12時間35分延着。
・代行トラックE・・・・・２個 岐阜タ21：15発越谷タ翌4：40着。4時間25分延着。

計８個を東京タまで代行輸送し、１０７１列車にて福岡タへ鉄道輸送。 同列車は48分遅れで福岡タに到着（定刻
21：54着 ⇒ 22：42着）。
・水戸地区・・・・・２個 通常より27分早着
・千葉地区・・・・・２個 通常より27分早着
・宇都宮地区・・・４個 通常より6分延着
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もっとエコに。もっと便利に。

１－５ 今後の検討課題と輸送障害時輸送サービスの今後の課題

情報の迅速化・正確性のためのＪＲ貨物との取組みの強化

途中卸代行トラックの確保

⇒外周駅からの代行トラックの協力体制の構築

⇒フラットラック・コンテナによる海上コンテナ用トレーラの活用

緊急時輸送キャパシティ拡大に向けた方策

⇒確保列車のキャパシティ拡大（連結数増大等の技術的検討）

⇒海上輸送との連携による代行輸送の拡充

接続駅における輸送枠調整の方法

⇒個々の駅の事情に応じた調整方法の検討

新たな輸送ルートへの拡大

コスト負担のあり方

検
討
課
題



もっとエコに。もっと便利に。

２ お客様のニーズに応える31フィートコンテナ等の
私有コンテナの展開

２－１ 私有コンテナの保有状況

私有コンテナの種類と個数 ３１フィート級コンテナ個数の推移
（平成１９年４月１日現在）
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用途別 12フィート
20～24
フィート

30～31
フィート

計

有がい 1,073 1,716 1,160 3,949

無がい 851 1,200 40 2,091

通風 503 50 285 838

冷蔵 7,991 18 15 8,024

冷凍 1,044 76 219 1,339

タンク 592 1,271 73 1,936

ホッパ 216 830 ― 1,046

計 12,270 5,161 1,792 19,223

※各年４月１日の数値



もっとエコに。もっと便利に。

■私有大型高規格コンテナ導入促進助成金制度（平成16年度・平成17年度）
• 大型ｺﾝﾃﾅの全国ﾈｯﾄﾜｰｸ構築に向け会員事業者の設備・運用の促進を支援
■グリーン物流推進事業支援制度（平成18年度・平成19年度）
• グリーン物流の推進に資する31フィート・ウィングコンテナ等の設備・取得を支援
• 平成19年度からはソフト支援事業を追加

２－２ グリーン物流推進事業支援

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度

１４５個 １６９個

約２０社

２６区間

２０社

約１６千トン

約３０社

２２区間

利用会員事業者数 ２２社 ２５社 ２０社 ８７社

約２７千トン

合計

導入個数 １７５個 １６６個 ６５５個

ご利用お客様数 約３０社 約２０社 約１００社

主要な運用区間 ２５区間 ２８区間 １０１区間

CO２削減量（計画） 約２４千トン 約２３千トン 約９０千トン
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もっとエコに。もっと便利に。

シャトル列車の積載率の推移
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積載個数（個）稼動
日数 東京発 大阪発 計

H19年１月 １８ ２１０ ３０９ ５１９

２月 １９ ２５９ ３１４ ５７３

３月 ２１ ３１８ ３７４ ６９２

４月 ２０ ３１１ ３５９ ６７０

５月 ２１ ３２９ ３５４ ６８３

６月 ２１ ３５８ ３９４ ７５２

７月 ２０ ３３８ ３８５ ７２３

８月 １９ ３１７ ３３９ ６５６

９月 １７ ３１５ ３０７ ６２２

10月 ２２ ３７３ ４０２ ７７５

11月 ２１ ３８５ ３４３ ７２８

12月 １９ ３４９ ３４１ ６９０

H20年 １月 １８ ２９９ ３１１ ６１０

２－３ スーパーグリーン・シャトル列車の現況

シャトル列車の積載個数
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もっとエコに。もっと便利に。

２－４ 私有コンテナ運用上の課題

• 31フィートコンテナ等の私有コンテナを導入は、費用面で中小利用運送事業者
単独での導入が難しい。

• 私有コンテナの運用は特定のお客様での片道利用となりやすく、汎用コンテナ
に比べて運用効率で劣る。

• 利用運送事業者一社だけでは、他のお客様との往復運用等のマッチングが難
しい。

スーパーグリーン・シャトル列車

私有コンテナ掲示板私有コンテナ掲示板私有コンテナ掲示板
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もっとエコに。もっと便利に。

２－５ 私有コンテナ掲示板

個別コンテナ情報
スポット的に復路使用者を探す・復路で使用する。

一般コンテナ情報
継続的な復路の使用者を探して、私有コンテナの往復運用化
を図る。

• １回ごとの返回送費を削減できる。
• コンテナの長期留置を回避できる。

• 輸送力を有効活用できる。
• 運用効率向上により荷主にメリットを還元できる。

第２のスーパーグリーン・
シャトル列車の可能性

新たな需要の掘り起こし
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もっとエコに。もっと便利に。

３ 鉄道コンテナ輸送お試しキャンペーンの実施

お試し輸送の発送個数推移
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31ftコンテナを用いたお試し輸送が増加

平成１８年度：１４個（全体の１１．７％）⇒平成１９年度３３個（全体の２２．６％）


